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２０２１年 7月１２日 
プレスリリース 

一般社団法人 iCD協会 
 

ｉＣＤ×ＳＦＩＡ連携ソリューションの提供開始について 

 
一般社団法人 iCD協会（東京都千代田区、理事長：金 修）はこの度、活用が広がっている iCDに関
し、英国 SFIA（Skills Framework For Information Age）との連携に基づく新たなサービスの提供を
実現しました。 
 
１．SFIAとは 

世界で最も利用されている IT人材の育成や評価のためのスキル標準。2000年に公式に公開さ
れ、現在は Ver.7が公開されております。Ver.7では、102の専門スキルと 7つの責務レベルを軸と
したフレームワークが提供されており、デジタルの世界で必要とされるスキルにつき、事実上グロ

ーバルな共通言語と言えるものです。ラインマネージャーを含む組織責任者から、人事担当、職場

で働く個人、学習および能力開発の専門家、事業モデルと組織設計のコンサルタント、調達/サプラ
イヤー管理とサービス提供者、リクルーター、教育研修期間のカリキュラム設計者、人事系コンサ

ルタントなど、幅広い分野で活用されております。また、DX、ソフトウェアエンジニアリング、
DevOps、サイバーセキュリティ、ビッグデータなど、重要なテーマについての指針も示されてお
ります（今秋発表予定の Ver.8では、さらに「AI」、「IoT」、「RPA」、「人材管理」、「ITの専門家で
ない人のためのデジタルスキル」などが追加される予定です）。 

 

 
 
 

SFIA の全体像と拡大図  
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２．iCDと SFIAとの連携（iCD×SFIAクロスリファレンス） 
SFIAがもつ 102のスキル構造とその責務レベルにつき、慎重な突合せ作業を経て iCDタスクと
の対応関係を示したクロスリファレンスを作成いたしました。この表により、iCDを活用している
企業様は、特段の SFIAの詳細な理解を必要とせずとも、グローバル基準に照らした自社の立ち位
置について図ることができ、DX対応等自社の持つ様々な課題への対応の指針を得ることができま

す。 
弊協会は、SFIA Foundationとの間でMOUを結んでおり、緊密な関係を築いてコラボレーショ

ンを進めておりますが、作業の過程でこの二つの驚くほどの相性の良さを感じるとともに、ともに

不足する部分について意見交換を行いながら、iCDタスクに関して、不足分の追加対応を計画して

おります。 

 
 
 
３．弊協会サービスについて 

弊協会では、大きく分けて以下の 2つのサービスを提供いたします。 
① iCD オリエンテッドサービス 

すでに iCDを活用されている企業様やこれから iCDを導入されようとされている企業様を

対象に、iCDの運用を前提として SFIAフレームワークのアドオンを行うサービスです。すで

に iCDを導入されている企業様におかれては、直ちに SFIAとの連携を図ることが可能です。 
 

② SFIA オリエンテッドサービス 
グローバル標準である SFIAを、その定義の通り企業様への導入をサポートするサービスで

す。SFIA基準を導入したのちに、人材育成、キャリア採用、DX対応等の具体的な取り組み

については、追って iCDを用いて実現することが可能です。 
 

   サービスの提供方法といたしましては、個別コンサルティングサービスのほか、下記の定型

コースもご用意しております。 
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■一般社団法人 iCD 協会 

本社所在地 : 〒101-0046 東京都千代田区神田多町 2-2-22 千代田ビル 6F 

理事長 : 金 修 

設立 : 2018 年 2 月 

事業概要：独立行政法人情報処理推進機構(IPA)が公開した「iCD（i コンピテンシ ディクショナリ）」に関する調査

及び研究、普及啓発及び指導、情報の収集及び提供等 

URL : https://www.icda.or.jp/ 
 

 

 

各コース別の概要
コース名 標準

回数
主な内容

コースA
SFIA適⽤コース

全４回 【すでにiCDを導⼊されている企業様向け】
SFIA概説/iCD×SFIA説明/⾃社への適⽤について/
適⽤後の運⽤について

コースB
iCD導⼊コース
〜with SFIA

全８回 【これからiCDを導⼊される企業様向け】
iCD概説/iCD導⼊WS実施/+上記コースAの内容

コースC
SFIA導⼊コース

全 3 回 【SFIAを単独で導⼊される企業様向け】
SFIA概説/SFIA導⼊WS

※各コースの１回の所要時間は３時間～４時間程度です。
※コースの回数/内容/１回あたりの時間につきましては、各社のご要望やご事情に合わせて
各社ごとに調整させていただきます。
※SFIA関連の監修は弊協会林口英治理事が行います。林口理事は日本で唯一人
のSFIA Accredited Consultant です(2021年3月末現在)

 当リリースに関するお問い合わせ先 

  

一般社団法人 iCD 協会 

 担当：広報担当 

 Mail：icda-info@icda.or.jp 

 Tel：03-4530-6226 


